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2021年 1月 23日
ねん がつ にち

年間第 3主日（神のことばの主日）
ねんかんだい しゅじつ かみ しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

「イエスはガリラヤへ行き、神の福音をのべ伝えて、『時は満ち、神の国は近づいた。悔
い かみ ふくいん つた とき み かみ くに ちか く

い改めて福音を信じなさい』と言われた」
あらた ふくいん しん い

マルコ福音書はその冒頭で、洗礼者ヨハネの出現を伝え、さらにイエスの洗礼について述
ふくいんしょ ぼうとう せんれいしゃ しゅつげん つた せんれい の

べた後、荒れ野における四十日の試練に簡潔に触れています。そしてその直後に「ヨ
あと あ の よんじゅうにち し れん かんけつ ふ ちょく ご

ハネが捕らえられた後」として、イエスが神の福音を宣べ伝えたと記します。本日の福
と あと かみ ふくいん の つた しる ほんじつ ふく

音朗読です。すなわち、「神の言」の受肉であるイエスは、その本性からして福音その
いんろうどく かみ ことば じゅにく ほんしょう ふくいん

ものであり、存在すること自体が神の福音のあかしでありますから、当然、福音を宣べ伝
そんざい じ たい かみ ふくいん とうぜん ふくいん の つた

えることがイエスの公生活を根底から支える 礎 であると明確に示しています。
こうせいかつ こんてい ささ いしずえ めいかく しめ

さらにマルコ福音書は続けて、イエスがガリラヤ湖のほとりでシモンとアンデレを弟子
ふくいんしょ つづ こ で し

として召し出された話を記します。すなわち、福音を宣べ伝える業を、イエスはその最初
め だ はなし しる ふくいん の つた わざ さいしょ

から共同体の交わりの中で行ったのだと記すことで、福音宣教は教会にとって本質的
きょうどうたい まじ なか い しる ふくいんせんきょう きょうかい ほんしつてき

な働きであり、なおかつ共同体の業であることを明示しています。
はたら きょうどうたい わざ めいしめ

「私についてきなさい。人間をとる漁師にしよう」と言われて弟子を召し出される主
わたし にんげん りょう し い で し め だ しゅ

は、その「人をとる漁」なるものを、突拍子もない驚愕的な業を持ってするのではな
ひと りょう とっぴょう し きょうがくてき わざ も

く、地道だけれど徹底した福音のあかしによって行うのだということを、マルコ福音書
じ みち てってい ふくいん おこな ふくいんしょ

は、すべてを捨てて主イエスの働きに身を投じる弟子の姿を記すことで明らかにしま
す しゅ はたら み とう で し すがた しる あき

す。わたしたちの信仰は、神の言葉の存在とその宣言抜きには考えられない信仰です。
しんこう かみ こと ば そんざい せんげん ぬ かんが しんこう

教皇フランシスコは 2019年 9月に、使徒的書簡「アペルイット・イリス」を発表され、
きょうこう ねん がつ し と てきしょかん はっぴょう

年間第三主日を、「神のことばの主日」と定められました。今年は 1 月 24 日が、「神のこ
ねんかんだいさんしゅじつ かみ しゅじつ さだ こ とし がつ にち かみ

とばの主日」であります。
しゅじつ

教会は、聖書と共に、使徒たちから伝えられた「信仰の遺産」である生きている聖伝も大切
きょうかい せいしょ とも し と つた しんこう い さん い せいでん たいせつ

にしています。カテキズムは、「どちらも、『世の終わりまで、いつも』弟子たちととも
よ お で し
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にとどまることを約束されたキリストの神秘を、教会の中に現存させ、実らせるもの」
やくそく しん ぴ きょうかい なか げんそん みの

だと指摘しています（80）。
し てき

それを前提として教皇は、「神の言」の重要さを指摘する聖ヒエロニムスの言葉、「聖書
ぜんてい きょうこう かみ ことば じゅうよう し てき せい こと ば せいしょ

についての無知はキリストについての無知である」（聖ヒエロニムス『イザヤ書注解』）
む ち む ち せい しょちゅうかい

を引用します。
いんよう

その上で教皇は、「聖書のただ一部だけではなく、その全体がキリストについて語って
うえ きょうこう せいしょ いち ぶ ぜんたい かた

いるのです。聖書から離れてしまうと、キリストの死と復活を正しく理解することがで
せいしょ はな し ふっかつ ただ り かい

きません」と指摘します。
し てき

第二バチカン公会議の啓示憲章も、「教会は、主の御からだそのものと同じように聖書
だい に こうかい ぎ けい じ けんしょう きょうかい しゅ おん おな せいしょ

をつねにあがめ敬ってき〔まし〕た。なぜなら、教会は何よりもまず聖なる典礼にお
うやま きょうかい なに せい てんれい

いて、たえずキリストのからだと同時に神のことばの食卓からいのちのパンを受け取り、
どう じ かみ しょくたく う と

信者たちに差し出してきたからで〔す〕」（『啓示憲章』 21）と記して、神のことばに親
しんじゃ さ だ けい じ けんしょう しる かみ した

しむことは、聖体の秘跡に与ることに匹敵するのだと指摘しています。
せいたい ひ せき あずか ひってき し てき

わたしたちはシモンとアンデレのように、今日、「私についてきなさい．人間をとる漁師
き ょ う わたし にんげん りょう し

にしよう」と召し出されています。それぞれの生きる場で、神のことばをあかしして生
め だ い ば かみ い

きるように、招かれています。その招きに答えるために、わたしたちは、日頃から、ま
まね まね こた ひ ごろ

た典礼祭儀において、神のことばに耳を傾け、慣れ親しみ、自らの心にそれを刻み込
てんれいさい ぎ かみ みみ かたむ な した みずか こころ きざ こ

んでおきたいと思います。
おも


